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「
建
設
Ｄ
Ｘ
と
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
〜
技
術
変
革
へ
の
対
応
〜
」

㈱Ｓ Ｉ Ｇ 桑 原

セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
当
た
り

あ
い
さ
つ
し
た
横
田
耕
治
理

事
長
は
、「
測
量
設
計
分
野

に
お
い
て
は
、
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
公
共
事
業
の
発
注
方
式

も
近
年
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
な
ど

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
提
案

力
の
格
差
が
業
績
を
左
右
す

る
」
と
強
調
。
さ
ら
に
「
時

代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
技
術
力
の
向
上
が
必
要

不
可
欠
に
な
る
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
が
参
加
者
の
今
後
の
仕

事
に
役
に
立
つ
こ
と
を
祈
念

す
る
」
と
述
べ
た
。

１
日
目
は
ま
ず
、
共
和
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
業（
東
京
都
）

の
北
村
匡
副
社
長
が
「
近
年

の
豪
雨
災
害
と
治
水
施
策
の

展
開
」
と
題
し
た
基
調
講
演

を
行
っ
た
あ
と
、
国
土
交
通

省
関
東
地
方
整
備
局
・
利
根

川
水
系
砂
防
事
務
所
の
楜
澤

義
一
工
事
品
質
管
理
官
が
出

前
講
座
の
一
環
と
し
て
「
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等

入
札
契
約
制
度
」
に
つ
い

て
、
解
説
し
た
。

現
在
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
入
札
契
約
制
度
は
煩

雑
で
、
多
く
の
資
料
作
成
が

必
要
に
な
る
。
以
前
は
指
名

競
争
入
札
が
一
般
的
だ
っ
た

が
、
公
共
事
業
で
あ
る
以

上
、
手
続
き
に
よ
り
透
明
性

が
問
わ
れ
る
。
ま
た
技
術
者

の
技
術
力
等
が
成
果
品
の
品

質
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

一
方
で
公
共
投
資
の
削
減
で

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
に
よ
り
品

質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
17
年
４
月
に

品
確
法
が
施
行
さ
れ
、
同
年

８
月
に
は
公
共
事
業
に
係
る

調
査
・
設
計
の
品
質
の
確
保

に
関
し
て
も
価
格
と
品
質
が

総
合
的
に
優
れ
た
内
容
の
契

約
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
位

置
付
け
ら
れ
た
。

発
注
に
当
た
っ
て
は
、「
土

木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
」「
測
量
」「
地
質
調
査
」

「
建
築
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
」「
補
償
関
係
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
」
の
５
業
種
か

ら
適
切
な
業
種
を
選
定
し
、

資
格
要
件
と
し
て
設
定
す

る
。
留
意
す
る
点
と
し
て
、

原
則
、
業
種
区
分
ご
と
に
分

離
し
て
発
注
す
る
の
で
、
例

え
ば
、
測
量
と
コ
ン
サ
ル
を

一
緒
に
発
注
す
る
こ
と
は
し

な
い
。
測
量
・
設
計
業
務
の

入
札
契
約
手
続
き
は
、
指
名

競
争
に
区
分
さ
れ
る
総
合
評

価
・
価
格
競
争
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
よ
る
随
意
契
約
が
あ

り
、
業
務
規
模
に
よ
り
公
募

型
、
簡
易
公
募
型
と
な
る
。

評
価
テ
ー
マ
の
考
え
方
と
し

て
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
は

検
討
手
法
や
実
施
方
法
等
に

つ
い
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を

具
体
的
に
求
め
、
仕
様
が
確

定
で
き
る
と
し
て
お
り
、
プ

ロ
セ
ス
が
重
要
に
な
る
。
ま

た
総
合
評
価
落
札
方
式
の
標

準
型
で
は
、
仕
様
の
範
囲
内

に
お
い
て
技
術
的
な
工
夫
と

留
意
点
等
が
求
め
ら
れ
る
。

簡
易
参
加
表
明
書
の
提
出
に

際
し
て
は
、
参
加
表
明
書
に

書
か
れ
た
評
価
点
が
上
限
と

な
る
た
め
、
必
ず
間
違
い
の

な
い
よ
う
記
載
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

技
術
提
案
書
を
特
定
す
る

た
め
の
基
準
に
優
良
表
彰
の

受
賞
実
績
が
あ
る
が
、
海
外

イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
優

秀
技
術
者
も
対
象
と
な
る
。

も
う
一
度
実
績
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
間
違
い
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
実
施

方
針
・
実
施
フ
ロ
ー
・
工
程

計
画
等
に
お
い
て
、
業
務
理

解
度
に
お
い
て
は
、
目
的
、

条
件
お
よ
び
内
容
の
理
解
度

が
求
め
ら
れ
、
実
施
手
順
や

工
程
計
画
で
は
、
妥
当
性
が

評
価
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ
を

し
っ
か
り
示
す
こ
と
が
重

要
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
発
注

者
側
も
品
確
法
に
基
づ
き
設

置
さ
れ
た
総
合
評
価
審
査
委

員
会
の
意
見
を
受
け
な
が
ら

業
務
を
進
め
て
い
る
。

◇

楜
澤
工
事
品
質
管
理
官

は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

等
の
令
和
３
年
度
の
入
札
・

契
約
、
総
合
評
価
の
実
施
方

針
等
に
つ
い
て
解
説
し
、
ポ

イ
ン
ト
や
留
意
点
を
解
り
や

す
く
説
明
し
た
。

労
働
基
準
法
や
品
確
法
な

ど
の
関
連
す
る
法
改
正
、
ま

た
受
注
者
、
発
注
者
の
意
見

を
反
映
さ
せ
、
本
年
度
の
実

施
方
針
で
は
①
担
い
手
確

保
・
育
成
（
働
き
方
改
革
・

Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
推
進
支
援
）
②
技

術
力
を
重
視
し
た
評
価
（
品

質
確
保
）
③
競
争
性
の
確

保
、
競
争
参
加
機
会
の
拡
大

を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
い
る
。

新
規
と
し
て
海
外
イ
ン
フ
ラ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
表
彰
受
賞
し

た
技
術
者
は
加
点
評
価
さ

れ
、
８
月
以
降
か
ら
適
用
と

な
っ
て
い
る
。

建
設
Ｄ
Ｘ
の
方
向
性
と
し

て
は
、
建
設
分
野
は
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
維
持
管
理
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

災
害
対
応
な
ど
公
益
性
の
高

い
産
業
と
し
て
今
後
も
持
続

し
て
発
展
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
調
査
・
設
計

か
ら
建
設
現
場
ま
で
の
建
設

工
程
全
般
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
変
革
を
起
こ

す
と
い
う
こ
と
が
必
要
。
現

在
の
工
程
を
み
る
と
部
分
最

適
化
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
全
体
最
適
化
に
し
、
生

産
性
の
向
上
、
労
働
環
境
の

改
善
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
全
体
最
適
化

の
実
現
に
は
、
発
注
者
・
コ

ン
サ
ル
・
施
工
者
の
連
携
・

協
働
が
不
可
欠
で
、
関
係
者

の
連
携
が
な
け
れ
ば
改
善
に

つ
な
が
ら
な
い
。

弊
社
の
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
と
、
２
０
１

２
年
に
国
土
交
通
省
が
Ｃ
Ｉ

Ｍ
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
を

発
表
し
た
。
こ
れ
を
見
て
こ

れ
か
ら
は
３
次
元
の
時
代
だ

と
感
じ
、
翌
13
年
に
製
造
業

か
ら
人
材
を
採
用
、
社
内
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
室
を
設
置
し
、

Ｃ
Ｉ
Ｍ
へ
の
取
り
組
み
を
開

始
し
た
。
す
で
に
製
造
業
で

は
３
次
元
設
計
を
あ
た
り
ま

え
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
。

土
木
の
分
野
に
も
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ

た
。
14
年
に
は
設
計
業
務
へ

の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
提
案
を
始
め
、
15

年
に
吊
り
橋
設
計
業
務
に
３

次
元
設
計
を
適
用
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
が
大
き
な
転
機

と
な
り
、
オ
ー
ト
デ
ス
ク
・

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ザ
イ

ン
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
５
の

Ｃ
Ｉ
Ｍ
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
た
。
そ
の
後
、
20

年
に
岩
手
県
発
注
第
１
号
の

３
Ｄ
設
計
業
務
を
受
注
、
21

年
に
は
「
い
わ
て
建
設
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
協
議
会
」
を
創
設
し

て
、
多
様
な
連
携
を
模
索
し

て
い
る
と
こ
ろ
。

協
議
会
に
つ
い
て
は
、
建

設
工
程
の
全
体
最
適
化
を
目

指
し
て
、
コ
ン
サ
ル
や
建
設

企
業
、
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
が
会

員
と
な
っ
て
創
設
し
た
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
産
性
向
上
、
担
い
手

確
保
、
経
営
革
新
に
つ
な
げ

る
の
が
ね
ら
い
。
発
注
者
を

含
め
多
様
な
連
携
に
よ
る
情

報
共
有
を
図
る
こ
と
で
、
全

体
最
適
化
が
可
能
に
な
る
。

建
設
工
程
の
全
体
最
適
化

は
生
産
性
が
上
が
り
、
利
用

者
に
と
っ
て
も
早
く
安
く
高

品
質
な
も
の
が
使
え
る
。
企

業
も
利
益
が
増
え
る
こ
と
で

新
３
Ｋ
と
言
わ
れ
る
休
暇
・

希
望
・
給
料
の
改
善
が
で

き
、
こ
れ
に
よ
り
誇
り
と
魅

力
あ
る
産
業
へ
進
化
し
て
い

く
こ
と
が
、
建
設
Ｄ
Ｘ
が
も

た
ら
す
変
革
で
は
な
い
か
。

全
国
地
域
活
性
化
支
援
機
構
主
催
（
大
阪
府
測
量
設
計
業
協
会
共
催
）
の
「
経
営

セ
ミ
ナ
ー
」
が
昨
年
10
月
26
、
27
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

高
崎
で
開
催
さ
れ
た
。
大
阪
市
内
の
日
本
イ
ン
シ
ー
ク
を
サ
ブ
会
場
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併

用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
行
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
急
速
に
変
化
す
る
社
会
環
境
へ

の
対
応
」。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
約
さ
れ
る
中
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
会
員
企
業

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
上
で
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位
置
付
け
、
講
演
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
今
後
の
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を
探
っ
た
。

田中　雄太 氏

杉山　崇 氏

安藤　港増 氏

川村　義和 氏

安野　雅満 氏

講
演
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
流
域
治
水
」
と
「
国
土
強

靱
化
」。
近
年
の
豪
雨
災
害

の
状
況
を
見
る
と
、
特
に
令

和
元
年
10
月
の
台
風
19
号
で

は
接
近
・
通
過
に
伴
い
、
広

範
囲
で
大
雨
、暴
風
、高
波
、

高
潮
と
な
り
、
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。

気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
水

害
対
策
と
し
て
、
国
土
交
通

省
で
は
過
去
の
降
雨
実
績
に

基
づ
く
計
画
か
ら
気
候
変
動

に
よ
る
降
雨
量
の
増
加
な
ど

を
考
慮
し
た
計
画
に
見
直

し
、
流
域
治
水
へ
の
転
換
を

推
進
し
て
い
る
。「
氾
濫
を

で
き
る
だ
け
防
ぐ
対
策
」
に

加
え
「
被
害
対
象
を
減
少
さ

せ
る
た
め
の
対
策
」「
被
害

の
軽
減
・
早
期
復
旧
・
復
興

の
た
め
の
対
策
」
を
大
き
な

柱
に
、
流
域
の
関
係
者
全
員

が
協
働
し
て
総
合
的
か
つ
多

層
的
に
取
り
組
む
と
い
う
の

が
基
本
的
な
考
え
方
。
本
年

度
関
連
す
る
法
整
備
が
整
っ

た
。国

土
強
靱
化
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
に
発
生
し
た

西
日
本
豪
雨
、
台
風
21
号
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
等
に

よ
る
被
害
を
踏
ま
え
３
か
年

緊
急
対
策
が
実
施
さ
れ
、
令

和
２
年
度
ま
で
の
３
カ
年
で

事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
７
兆
円

が
投
入
さ
れ
た
。
引
き
続

き
、
５
か
年
加
速
化
対
策
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
風
水
害
や

大
規
模
地
震
等
へ
の
対
応
や

老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
維
持

管
理
・
更
新
を
目
的
に
、
令

和
７
年
度
ま
で
の
５
か
年
で

約
15
兆
円
の
予
算
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
３
か
年
緊
急
対

策
に
比
べ
総
額
も
国
費
の
割

合
も
増
え
て
お
り
、
し
っ
か

り
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

「
近
年
の
豪
雨
災
害
と
治
水
施
策
の
展
開
」

共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱
取
締
役
副
社
長

北
村

匡
氏

利
根
川
水
系
砂
防
事
務
所
工
事
品
質
管
理
官

楜
澤

義
一
氏

㈱
昭
和
土
木
設
計
代
表
取
締
役

村
上

功
氏

田
中

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー

マ
は
、「
建
設
Ｄ
Ｘ
と
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
課
題
と
対
策
」。
重
要
で
重

い
テ
ー
マ
で
す
が
、
今
の
時
代
避
け
て

は
通
れ
な
い
。
事
前
に
機
構
の
会
員
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
論
点
を
整

理
し
「
中
小
企
業
に
お
け
る
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を

推
進
す
る
上
で
の
問
題
点
、解
決
策
」、

「
具
体
的
な
活
用
事
例
」、「
新
技
術
の

導
入
、
資
金
調
達
、
技
術
者
の
育
成
」、

「
既
存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
建

設
Ｄ
Ｘ
の
具
体
的
な
実
例
」
に
つ
い

て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
を
し

て
も
ら
い
、
議
論
し
て
い
き
た
い
。

安
野

中
小
企
業
に
お
け
る
Ｃ
Ｉ
Ｍ

推
進
上
の
問
題
点
、
解
決
策
に
つ
い
て

は
、
今
こ
れ
と
い
っ
た
解
決
策
は
な

く
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
国
の
直
轄
工

事
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
原
則
化
と
な
る

が
、
対
応
で
き
な
い
技
術
者
は
淘
汰
さ

れ
る
の
か
。
今
も
や
も
や
し
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
契
約
制
度
や
人
材
の
確

保
・
育
成
、
意
識
改
革
、
設
備
投
資
な

ど
が
あ
る
が
、
関
係
者
が
連
携
し
て
い

会場参加とWEB併用のハイブリット方式で
セミナーを開催した

急速に変化する社会環境にどう対応するか

２
日
目
は
「
建
設
Ｄ
Ｘ
と
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
課
題
と
対
策
」
を
テ
ー

マ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
は
じ
め

に
昭
和
土
木
設
計（
岩
手
県
）の
村
上
功

社
長
が
「
建
設
Ｄ
Ｘ
と
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
〜
技
術
変
革
へ
の
対
応
〜
」
と

題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。
同
社
は
機
構

会
員
の
中
で
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
な
ど

３
次
元
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
先
進
的
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、
同
社
の
取

り
組
み
事
例
な
ど
を
通
じ
、
地
域
の
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
役
割
を
考
え
た
。

引
き
続
き
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
地
域
に
お
け
る
建
設
Ｄ

Ｘ
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
安
野
雅
満
氏
（
昭
和

土
木
設
計
副
社
長
）、
川
村
義
和
氏
（
日

本
イ
ン
シ
ー
ク
技
術
開
発
室
参
事
）、
安

藤
港
増
氏
（
Ｃ
Ｓ
Ｇ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

社
長
）、
杉
山
崇
氏
（
プ
ロ
フ
ァ
設
計
社

長
）の
４
人
が
参
加
し
、田
中
雄
太
氏（
タ

ナ
カ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
社
長
）
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

横
田
耕
治
理
事
長

く
こ
と
が
大
事
な
時
代
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
大
手
も
中
小
も
課
題
の
本
質
は

変
わ
ら
な
い
が
、
安
定
的
、
継
続
的
に

利
益
を
出
す
こ
と
が
社
会
貢
献
に
つ
な

が
る
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
そ
の
手
段

で
あ
り
、
ま
ず
は
人
材
の
確
保
が
最
初

に
な
る
。
経
営
革
新
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

が
重
要
な
の
で
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る

の
が
大
事
。

川
村

テ
ー
マ
は
建
設
Ｄ
Ｘ
と
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
課
題
と
対
策
。
内

容
と
し
て
は
測
量
と
３
次
元
計
測
に
つ

い
て
。
３
Ｄ
測
量
や
点
群
測
量
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
計
測

機
器
は
距
離
や
密
度
な
ど
目
的
や
用
途

に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
る
ほ
か
、
い
つ

使
う
の
か
と
い
う
時
間
軸
も
重
要
に
な

る
。
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
静

岡
県
が
県
土
の
３
次
元
化
を
進
め
て
お

り
、
３
分
の
２
以
上
の
点
群
デ
ー
タ
を

取
得
し
、
自
動
運
転
や
防
災
な
ど
に
活

用
し
て
い
る
。
点
群
デ
ー
タ
を
ど
う
活

用
す
る
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

点
群
か
ら
の
モ
デ
ル
化
は
難
し
い
上
、

コ
ス
ト
も
か
か
る
。
今
の
時
代
に
合
っ

た
方
向
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

安
藤

新
技
術
の
導
入
、
資
金
調
達

に
関
し
て
。
ツ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
何
も

で
き
な
い
わ
け
で
、
建
設
Ｄ
Ｘ
に
は
ツ

ー
ル
が
不
可
欠
。
弊
社
も
毎
年
機
器
を

購
入
し
て
い
る
が
、
も
の
づ
く
り
補
助

金
や
事
業
再
構
築
補
助
金
な
ど
を
活
用

し
て
い
る
。
補
助
金
申
請
時
の
留
意

点
、
導
入
時
の
課
題
点
と
し
て
は
、
例

え
ば
２
０
０
０
万
円
の
設
備
投
資
の
場

合
、
資
本
金
が
５
０
０
０
万
円
以
下
な

ら
１
０
０
０
万
円
の
補
助
が
出
る
。
不

採
択
で
も
何
回
で
も
挑
戦
で
き
る
。
さ

ら
に
不
採
択
の
理
由
も
教
え
て
も
ら
え

る
。
経
験
上
、
３
回
繰
り
返
せ
ば
採
択

さ
れ
る
。
た
だ
購
入
が
目
的
と
な
り
、

買
っ
て
満
足
で
は
ダ
メ
。
導
入
目
的
を

明
確
に
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
機
器
を

導
入
す
る
と
企
業
価
値
が
上
が
る
。
い

い
か
悪
い
か
は
経
営
判
断
と
な
る
が
、

企
業
の
成
長
の
入
り
口
と
し
て
、
是
非

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

杉
山

既
存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

な
い
建
設
Ｄ
Ｘ
の
具
体
的
な
実
例
に
つ

い
て
。
２
０
１
４
年
ご
ろ
に
ド
ロ
ー
ン

が
注
目
さ
れ
、
自
社
に
ど
う
取
り
入
れ

い
て
い
く
か
。
社
員
は
な
か
な
か
付
い

て
こ
な
い
の
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
測
量
と
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て
コ
マ
ツ
カ
ス
タ

マ
ー
サ
ポ
ー
ト
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
結
び
、
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
環
境
を

つ
く
っ
た
。
身
近
に
迫
っ
た
働
き
方
改

革
の
課
題
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
デ
ジ
タ

ル
化
が
一
挙
に
進
み
、
建
設
業
が
抱
え

る
問
題
を
解
決
で
き
る
の
が
建
設
Ｄ
Ｘ

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の
社
会
資
本

整
備
を
注
視
し
な
が
ら
、
３
次
元
測
量

や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
、
中
小

企
業
に
お
い
て
も
十
分
勝
ち
残
れ
る
よ

う
、
競
争
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
入
札
契
約
制
度
」

「
近
年
の
豪
雨
災
害
と
治
水
施
策
の
展
開
」
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課題と対策を深堀り




